
　子ども一人ひとりの個性を尊重し、持てる力を最大限に伸ばすため、市が取り組む「学びの場」の決
定の仕組みをご紹介します。

児童生徒の「学びの場」の決定
～特別支援教育における教育支援～

教育委員会だより 学校教育課　☎ 0986-76-8872

発達の特性に応じ、次のような場で学ぶことができます。

どのような学びの場があるの？

新たに特別支援学級へ入級したり、
通級指導教室で支援を受けたりするにはどうすればいいの？

通常の学級
　授業方法や教材を工夫して、そ
の子どもにとって学びやすい授業
を行います。また特別支援教育支
援員を利用することもあります。

特別支援学級
　教科学習や自立活動を通して、
一人ひとりの特性やニーズに応じ
たきめ細やかな教育を行います。

特別支援学校
　より丁寧な支援が必要な児童生徒を対象とし、
将来の自立に向けた教育を行います。市の近隣に
は、県立牧之原特別支援学校があります。

通常の学級＋通級による指導
　学習上または生活上の困り感などの特性に応じ、週
１～２時間程度、子どもに合わせた支援を行います。市
では岩川小に通級指導教室があり、他校から岩川小
までの送迎には交通費の補助があります。

令和８年度曽於市における特別支援教育の現状

特別な支援を必要とする児童生徒 小学校 中学校

特別支援学級に在籍している児童生徒 13 校 29 学級 108 名 ３校８学級 33 名

通級指導教室を利用している児童 ６校 15 名 —

曽於市から特別支援学校へ就学している児童生徒 14 名 10 名

計 137 名 43名

大切なのは
子どもに合った
学びの場を
考えること！

　まずは園や学校の先生へご相談ください。その後、必要に応じて発達検査や教育相談、医療機関での受
診などをご案内することもあります。市における学びの場決定までの大まかな流れは以下の通りです。

学
び
の
場
の
決
定

園・学
校
の
先
生
に
相
談

市発達検査
子どもの困り
感は何かを検
査します。 

病院受診
専門の先生の診
断を受けます。

市教育相談
特別支援教育
専門の先生へ
相談します。

市教育支援
指導委員会

総合的な観点
から、子ども
にとって最適
な学びの場に
ついて審議し
ます。 

６・7月 9月 10月
今の学びの場は、
子どもに合って
いるのかな？
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